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≪Ⅰ．基本情報≫
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≪Ⅱ．事業概要≫

■ □ □ □

□ □ □

■ □ □ ■ ■ □
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≪Ⅲ．投入量≫

12

13 総コスト(ｃ)=(a)+(ｂ) 千円 73,142 72,004 57,368 53,183

人件費  （ｂ） 千円 25,150 25,000 23,500 24,750

その他（　　スポーツ振興基金　　　　） 千円 8,831 8,936 7,400

市債 千円

3,000

財
源
内
訳

国・府支出金 千円

受益者負担金(使用料、手数料等）　 千円

堺体育協会補助金 千円 4,724 4,260 4,260 4,260

堺市運動スポーツ習慣化推進事業負担金 千円 1,293 1,500

主
な
事
業
費
内
訳

堺市民オリンピック開催負担金 千円 17,635 16,967

堺市競技スポーツ大会出場奨励金 千円 8,919 9,147 8,118 3,000

16,831 15,909

直接実施以外の主な支出先 堺体育協会、堺市民オリンピック委員会、堺市運動スポーツ習慣化推進事業実行委員会

事
業
コ
ス
ト
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項　　　目 単位 H28年度決算

事
業
概
要

H29年度決算 H30年度決算 R1年度予算

事業費  (a) 千円 47,992 47,004 33,868 28,433

一般財源 千円 39,161 38,068 26,468 25,433

8
事業の目的
（どのような状況にしたい
のか）

多くの世代が、それぞれの生活環境に応じて気軽にスポーツに取り組むことができる機会を提供し、スポーツ実
施率を向上させることで、市民の健康づくりや体力づくりのみならず、高齢者や障害者の生きがいづくり、青少年
の心身の健全育成等に寄与する。
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事業内容
（スケジュール、実施方
法・手段、事業ボリューム
など）

（１）スポーツを気軽に実施できる仕組みの充実
●多世代が、様々な種目を志向・レベルに合わせて実施できる「総合型スポーツクラブ」の創設を支援する。
●親子、高齢者など様々な層を対象としたスポーツ教室やウォーキング教室等を開催する。
●スポーツ活動の推進及びアマチュアスポーツの普及のため全国大会等に出場する市民に対し奨励金を交付す
る。
（２）市民スポーツイベントの推進
●各種団体と連携し、幅広い市民が参加する堺市民オリンピックなどのスポーツ大会を開催する。
（３）青少年の運動習慣の確立に向けた取組
●スポーツ少年団と連携し、青少年が身近にスポーツを実施できるよう各種スポーツ大会等を開催する。
（４）高齢者のスポーツ活動の推進　（５）障害者のスポーツ活動の推進
●親子、高齢者など様々な層を対象としたスポーツ教室やウォーキング教室等を開催する。（再掲）

直接実施 指定管理 委託 補助金 負担金 その他

市外郭団体

地域団体・市民 民間企業・ＮＰＯ その他

7
事業の対象
（誰を、何を対象としている
のか）

市民

5 事業実施の経緯

●堺体育協会は昭和２２年に、堺市スポーツ少年団は昭和５０年に結成され、平成２４年度からは、事務局を（公
財）堺市教育スポーツ振興事業団に移管している。
●堺市民オリンピックは、昭和50年に「市民の健康と体力の向上、スポーツの普及振興」を目的に、小学校区対
抗の生涯スポーツの祭典として始まり、以後、毎年体育の日に開催。平成30年度で第44回を迎える。
●KIX泉州国際マラソンは平成６年から泉州９市４町等で構成する実行委員会により大会を運営してきたが、平成
30年度の泉州観光DMO(KIX泉州ツーリズムビューロー)設立により、その事務をDMOが担うこととなった。
●市民のスポーツ実施率の向上をめざし、平成30年度より堺市運動スポーツ習慣化事業を実施。
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事業の実施主体
（誰が実施しているの
か。）

本庁 各区 出先機関

担当部署名 文化観光 スポーツ スポーツ推進 評価責任者（課長名） 小川

基
本
情
報

1
堺市マスタープランの政策体
系に基づく事業の位置付け

政策 2 誰もが幸せで、暮らしの質の高いまちを実現します

事業開始年度 昭和 22 年度

3 根拠法令等
（法令、条例、規則、要綱等）

スポーツ基本法

4 関連計画 第二次スポーツ推進計画

令和元年度　事務事業総点検シート（１）

[ 平成３０年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

事務事業名 スポーツを「する」機会の提供（地域スポーツ、競技・青少年、生涯スポーツ推進事業） シート番号 08-91

詳細点検

終了（予定）年度 年度

後期実施計画
の位置付け

施策 4 スポーツと健康づくりの推進 有



≪Ⅳ．評価 （測定・分析）≫

ロジックモデルの考え方

事業の活動内容や成果

業績の分析

【分析のチェックポイント】
〇 事業の達成度はどうでしたか。

〇

〇 資源投入は適切でしたか。

〇

〇

40%達成率

算出方法・設定根拠など 堺市運動・スポーツ習慣化推進事業における実施計画上の回数を目標値としている。

評価 悪い

17

目標を達成できた、または達成できなかった要因についての分析
(その他、関連情報に基づいた分析）

総合型地域スポーツクラブについては、運営のキーマンとなる担い手が不可欠であるが、高齢
化・人口減少社会の中で各地域における担い手が不足してきている。また、基本的な活動場所
となる小中学校においては、既存活動クラブとの調整などの課題も多く目標値には到達してい
ない。
しかしながら、桃山学院教育大学を中心とした総合型地域スポーツクラブの設立に向けた動き
が出てくるなど平成30年度は一定の成果があったものと認識している。また、大学にはハード面
の設備が整っておりクラブ設立の大きな課題となっている活動場所が確保できることから、総合
型地域スポーツクラブ設立のあり方の好事例となる可能性があるものと考えている。
スポーツ教室等の開催については、実行委員会の立ち上げに時間を要したこともあり、事業実
施期間が実質半年程度しかなかったことから目標値を下回る結果となった。少ない回数の中で
も教室開催のノウハウ等を積み上げることができ、次年度以降に活かすことが可能と考えてい
る。

事前想定できない外的要因の影響
はありませんでしたか。

事業の有効性は高いですか。低
いですか。

実績値

達成率 24%

指標名 単位

市内の総合型地域スポーツクラブ数 団体
実績値 2 2 2

40%

令和元年度　事務事業総点検シート（２）
事務事業名 スポーツを「する」機会の提供（地域スポーツ、競技・青少年、生涯スポーツ推進事業） シート番号 08-91

活動
（アクティビティ）

活動結果
（アウトプット）

成果
（アウトカム）

問題に対処するための
具体的活動

活動が実施されたこと
を示す事実

期待される変化

【達成率に基づいた評価基準】

普通 80%以上100%未満

５W２Hを踏まえて、実施過程に問題は
ありませんでしたか。

大変良い 120%以上

良い 100%以上120%未満

少し悪い 60%以上80%未満

悪い 60%未満
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評価 達成率〔14〕平成３０年度実績の欄に定性的・定量的情報も含め、活動・結果・成果について具体的に記載

〔15〕または〔16〕に定量的な指標、または定性的な目標を記載

評価 悪い 悪い 悪い

40%15

算出方法・設定根拠など 第2次堺市スポーツ推進事業計画

16

指標名 単位

目標値 38 30

目標値 5 5 5 5

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

活
動
実
績
と
成
果

14

平成３０年度実績

【堺市民オリンピック】
例年通り市民6,000人以上の参加を得て開催した。これにより、スポーツをする機会を提供したことはもとより、地域の一体感の醸成につな
がった。一方で、事業開始から40年以上が経過しており、大会の規模や開催手法等について再考する時期がきていることから、各校区への
アンケート調査を実施し、その調査結果を元に次年度以降検討していく必要がある。
【総合型地域スポーツクラブの設立支援】
令和元年度内のクラブ設立をめざして、桃山学院教育大学教授を中心に地元校区代表者等らで構成する「桃教スポーツアカデミー設立準備
委員会」を設置するとともに、地元住民等への説明会を行った。
【堺市運動・スポーツ習慣化推進事業】
市民が気軽に親しむことができる運動又はスポーツに関する事業を推進するとともに、継続的にスポーツに取り組むことができる環境及び機
会づくりを推進することを通じて、市民の運動又はスポーツの習慣化を図ることを目的に実行委員会を立ち上げ、校区でのウォーキング教室
等を開催した。
【その他】
各スポーツ団体における主催大会への支援や全国大会出場奨励金の交付を通じて、スポーツの推進並びに青少年の健全育成に取り組ん
だ。

スポーツ教室・ウォーキング教室等の開
催

回

目的の達成に寄与因果関係 因果関係


